
私は，通産省退官後，２０００年４月にNGFの
専務理事に就任し，本年６月に退職した。この
１４年間に，幸いにも４０億円を上回る予算を国
から取得して，「ナノガラス」，「三次元光デバ
イス」，「ガラス革新溶融」などの国家プロジェ
クトを実施することができた。ここでは，NGF
にとって最初のナショプロである「ナノガラ
ス」について，その立ち上げの経緯を記した。
当該プロジェトには，産業技術総合研究所関西
センター，物質・材料研究機構，６大学も参加
したが，ここではNGFに関する記述に絞っ
た。なお，本文は，当方の記憶によるため，全
体像の把握及び事実関係の一部に不正確な点が
ある場合はご理解願いたい。

１．NGFから通産省（当時）へのテーマ提
案まで

２０００年４月４日に，NGF運営委員による国
家プロジェクト対策検討会で今後の方針を検討
した。そのアンケート結果では，「光」を中心
とすべしとの意見が多かった。一方，２００１年
度の新規予算に関する通産省の方針では，役所
とガラス業界が連携して作成した「ガラス産業
技術戦略２０２５年」の中に提案テーマが記載さ
れていなければならないとされた。これに対し
ては，同戦略のまとめ役であった安井至東大教

授は，コンセプトとして，「リアルの伝達」と
「環境調和の倍増」を提唱していたので，NGF
としては，「リアルの伝達」を実現するテラビ
ットマルチメディア用の「テラフォトニクスガ
ラス材料」と「環境調和型高機能ガラス材料」
の２テーマを提案した。研究リーダーは，テラ
フォトガラスは，科学技術庁ERATO研究が
終了したばかりの平尾一之京大教授に，また，
環境ガラスは，安井至東大教授にお願いした。
この方針は，西井準治通産省大阪工業技術研究
所室長と上杉，田中NGF研究開発部長で相談
したものであり，両教授に打診したところ直ち
に了解いただいた。なお，アンケート順位では
「光」が優先していたので，テーマを絞る場合
にはテラフォトガラスの方を優先することで安
井教授の了解を頂いた。以上の経過は，ガラス
産業技術戦略の本委員会長であった曽我直弘滋
賀県立大学教授・京大名誉教授へ上杉から報告
した。
NGFの提案書は，田中修平研究開発部長が

主に，伊勢田徹企画部長が支援する形で作成し
て，４月にNGFの所管課である通産省窯業建
材課に提出した。窯建課では，課内検討を経
て，NGF案を同課の新年度予算要求テーマに
採択してくれることとなった。なお，提案書で
は参加企業名を書き込むことがポイントとなる
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ので，可能性のある会社に打診して参加の確証
を得る必要がある。日頃からプロジェト化を意
識して企業と接触していないと，短期間に提案
書をまとめることは極めて難しい。幸いにも，
ナノガラスの場合は，NGFの過去の予算要求
の経験と蓄積があったので，１１社の参加を計
画することができた。

２．通産省から大蔵省（当時）への予算要
求まで

（１）ナノガラス・コンセプトへの統一
通産省内では，窯建課H課長補佐から，省

内の新規プロジェクト取りまとめ課であった非
鉄金属課へ提案された。ところが，非鉄課へは
他の部課からも多数のテーマが提案されていた
ため，バラバラのテーマの寄せ集めでは迫力に
欠けて，大蔵省では通らないと通産省は恐れ
た。そこで，なんとか一つの大きなテーマへま
とめ上げる必要があった。このためには，全体
に共通する横グシの統一概念が求められたが，
なかなか良いコンセプトがでてこず，通産省は
苦慮していた。この時，米国のクリントン大統
領がナノテクノロジーイニシアティブを発表し
たため，通産省としてもこれを追撃するためも
あり，最終的に，「材料ナノテクノロジープロ
グラム」という骨太の横断的テーマにまとめ上
げた。これは，「材料ナノテクノロジー」とい
う基盤研究の成果によって，「知識の体系化」
を目指す「プログラム」の意味である。この過
程で，窯建課は，NGFから提案していた「テ
ラフォトニクスガラス」と「環境調和ガラス」
を一本化して「ナノガラス」と命名した。他の
テーマも，「ナノメタル」のように“ナノ”を
冠した名称に通産省で統一された。なお，一本
化の既定方針に沿って，プロジェクトリーダー
は平尾教授となった。
（２）関係者への根回し
窯建課には採択されたが，これを通産省全体

の新規テーマに格上げしてもらうため，松村實
NGF会長（日本板硝子会長），上杉，田中部長

で，窯業建材課長，窯業室長，通産省M工業
技術院審議官へナノガラスの採択陳情に行っ
た。さらに，この後も，平尾教授，上杉，田中
部長で窯業室長，M工技院審議官へ陳情に回
った。なお，平尾教授からは，教授の学校の先
輩の某審議官，知人の某参事官を通じて，M
工技院審議官へ働きかけていただいた。上杉
は，通産省研究所の統括課長，担当開発官，広
報室長そして工業技術院長にナノガラスの必要
性を説明するとともに，プロジェクト実施機関
となるNEDOの担当理事および理事長へ必要
性の説明を行った。さらに，ナノガラスをア
ピールするため，旭硝子の某主幹を上杉，伊勢
田部長で訪ねた。旭硝子は，その当時，経団連
によるナノテクノロジーの必要性の提言をとり
まとめる作業の委員であったため，経団連の委
員会で「ナノガラス」の必要性を発言してもら
うことを期待してのことであった。

（３）通産省内でのテーマ採択の最終局面
例年，各課から出される予算要求は，８月末

までに通産省案として決定され，９月初めに大
蔵省に提出される。大蔵省では各省ヒアリング
を経て１２月に予算案として各省に内示し，最
終的には，年度末に国会で新年度予算法案とし
て決定される。８月半ばの通産省内での要求
テーマ決定に際しての評価作業は，「費用対効
果資料の作成」であった。通産省では，ナノガ
ラス予算は，一般会計と石油特別会計および補
正予算で大蔵省へ要求する方針であった。この
うち，石特は，対象テーマのエネルギー効果が
大きくないと予算化できない。具体的には，ナ
ノガラス研究により，省エネ効果としての石油
換算量での節約量とCO２削減量を算定するこ
とが必要となった。このほか，ナノガラスの普
及量予測，国費の有無による研究進捗の違いな
どの２～３週間の作業には，田中部長と共に伊
勢田部長が全面的に対応した。この作業の過程
で，ナノガラスの省エネ効果が他の候補に比べ
て低いとの指摘を小耳にはさんで，ヒヤリとし
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た場面があったが，その後，恐れたようなこと
にはならず事態は推移した。そして，８月１１
日に，「ナノガラス」が通産省の２００１年度予算
要求テーマに内定したとの連絡があった。その
頃は，毎晩，内示待機のために遅くまで新橋の
事務所（当時：現・新大久保）に残っていたが，
午後１１時半に私が帰った後，田中部長へH課
長補佐から午前２時４４分に電話で，大蔵省へ
の予算要求が決定したとの連絡があった。H課
長補佐と田中部長はその夜は，結局，徹夜であ
った。

３．大蔵省の予算内示が出るまで

（１）ワークショップの開催
１２月の大蔵省査定までの間，通産省M工業
技術院審議官は，予算要求団体に対してワーク
ショップの開催と出席人数の報告を求めた。こ
れは，通産省予算の必要性を大蔵省などに PR
すると同時に，提案団体の熱意を試すものでも
あった。出席者が少ないテーマは，関心度が低
いとして落とされるともいわれた。費用は，
NEDO持ちであった。ナノガラスは，１１月１
日に「ナノガラスワークショップ」を新橋駅近
くの航空会館で開催し，１５０名以上の参加を得
て盛況であった。ガラス企業を初め関係者はこ
こで初めてナノガラスの内容を知り，期待を持
ったようである。講演者は，プロジェクト参加
予定企業の，日立中央研究所内藤孝，旭硝子伊
藤節郎，日本電気硝子山本茂の各氏と，平尾一
之教授，牧島亮男教授，近藤敏和セラミックス
協会硝子部会長であった。このほかに，M工
技院審議官は，「材料ナノテクノロジープログ
ラム」を構成する８つの「プロジェクト」のリー
ダーとテーマ提案団体の専務理事，担当部長，
NEDO，通産省の関係者７０名強からなる準備
委員会を４回程，池袋サンシャインビルの
NEDOで開催した。この狙いは，各プロジェ
クト間の連携を図るとともに，「知識の構造
化」の方法論を詰めるものであった。これ以外
にも，学士会館での泊まり込み検討会が行わ

れ，ナノガラスからは平尾教授，西井，田中の
各氏が参加した。

（２）大蔵省の予算内示
大蔵省による予算査定中の１２月に，突然，

通産省から呼び出された。理由は，「参加予定
企業のある社が，ナノガラス関連研究のメドを
立てたとの報道がある。企業ができるような研
究ならば国プロ化の必要性はないではないか」
というものであった。本件は，当該会社の担当
者と，上杉，田中部長で数度にわたり通産省の
担当者に詳細説明をして誤解を解いてもらった
が，これも青くなった出来事であった。このよ
うな事を経て，２０００年１２月２０日に，ナノガ
ラス予算案が大蔵省で認められたとの連絡を，
H窯建課補佐から受けた。上杉が，窯業建材課
長，非鉄金属課長，M工技院審議官にお礼の
挨拶に行くと，非鉄金属課長から，「ナノガラ
スを評価して補正予算をつけた。また，当課の
テーマを削ってナノガラスに回したので頑張っ
てほしい」との言葉をいただいた。この結果，５
年計画の初年度分として，一般会計３．５億円，
石油特別会計２．５億円，補正予算３億円の合計
９億円が２００１年度予算案となった。この際，
密かに尊敬していたガラス会社の某OBから頂
いた，「Congratulations�約１００年の歴史を持
つガラス産業界にとって，史上，最大のナショ
プロが産声を上げたことになります」とのメー
ルが心に沁みた。なお，上杉から曽我教授，安
井教授に報告したほか，上杉，伊勢田部長で，
それまでのNGFのナショプロ作業に尽力いた
だいた東工大の細野秀雄教授に報告にうかがっ
た。田中部長からも細野教授に報告したとこ
ろ，「これまでの，アモスタル，コンジュゲー
トマテリアルのナショプロ化作業でお世話にな
った方々にも挨拶をするべきだ」とのアドバイ
スを受けたので，田中部長よりHOYAの川副
博司氏，東工大の山根正之教授にご報告した。

以上が，「ナノガラスプロジェクト」の立ち
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ナノガラスプロジェクト体制図

                                 ……………………………. 

<参加企業 11 社> 
旭硝子株式会社

旭テクノグラス株式会社

岡本硝子株式会社

湖北工業株式会社

セントラル硝子株式会社

日本板硝子株式会社

日本電気硝子株式会社

日本山村硝子株式会社

株式会社日立製作所

日立電線株式会社

HOYA 株式会社

<6 大学> 
京都大学

東京大学

東北大学

名古屋工業大学

北陸先端科学技術大学院大学

三重大学

プロジェクトリーダー

平尾一之・京大教授

本部

(委託) (委託) 

(共同研究) 

経済産業省

物質・材料研究機構

ニューガラスフォーラム
産業技術総合研究所

関西センター

新エネルギー・産業技術

総合開発機構

つくば研究室

大阪研究室

<集中研究室> 

上げ覚書である。
ナショプロ化できた要因は，過去のナショプ

ロ提案作業の経験があったため，短時間で提案
書をまとめられたこと，大学・大工研・NGF

の産学官の連携が良かったこと，そして，ナノ
テクブームに乗れたことであろうか。正に，「天
の時，地の利，人の和」に恵まれたと言えよ
う。

８９

NEW GLASS Vol．２９ No．１１３２０１４



ニニ
ュ

ー
ガ

ラ
ス

フ
ォ

ー
ラ

ム
の

国
家

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

H.
03

H
.0
4

H
.0
5

H.
06

H.
07

H
.0
8

H.
09

H.
1
0

H
.1
1

H.
12

H.
13

H
.1
4

H
.1
5

H.
16

H.
17

H
.1
8

H
.1

9
H.
20

H.
21

H
.2
2

H
.2
3

H.
24

19
91

19
92

19
9
3

1
99
4

19
95

1
99

6
1
99
7

19
98

19
99

2
00
0

2
00
1

20
02

20
0
3

2
00
4

20
05

20
0
6

2
00
7

2
00
8

20
09

20
10

2
01
1

2
01

2

＜
自
主
事
業
＞

ア
モ
ス
タ
ル
材
料
研
究
調
査

→
＜

研
究
提

案
は
不

採
択
＞

　
＜
N
E
D
O
先
導
調
査
＞

コ
ン
ジ
ュ
ゲ
ー
ト
マ
テ
リ
ア
ル
研
究
調
査

→
＜
研
究

提
案
は

不
採
択
＞

ナ
ノ
ガ
ラ
ス
技
術

フ
ォ
ー
カ
ス
２
１
（
デ
バ
イ
ス
用
高
機
能
化
ナ
ノ
ガ
ラ
ス
）

＜
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
＞

三
次
元
光
デ
バ
イ
ス
高
効
率
製
造
技
術

直
接
ガ
ラ
ス
化
に
よ
る
革
新
的
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ガ
ラ
ス
溶
融
技
術

革
新
的
ガ
ラ
ス
溶
融
プ
ロ
セ
ス
技
術
開
発

ニ
ュ
ー
ガ
ラ
ス
の
設
計
に
関
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築

高
信
頼
性
ニ
ュ
ー
ガ
ラ
ス
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
技
術
の
開
発

ガ
ラ
ス
構
造
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
の
た
め
の
研
究
開
発

ア
モ
ス
タ
ル
材
料
研
究
調
査
：

ア
モ
ル
フ
ァ
ス
の
中
に
ク
リ
ス
タ
ル
構
造
を
作
り
込
ん
で
新
し
い
機
能
の
発
現
を
狙
っ
た
材
料
開
発

コ
ン
ジ
ュ
ゲ
ー
ト
マ
テ
リ
ア
ル
研
究
調
査
：

有
機
・
無
機
材
料
を
原
子
・
分
子
レ
ベ
ル
で
操
作
・
加
工
し
て
新
し
い
機
能
を
引
き
出
す
研
究
開
発

ナ
ノ
ガ
ラ

ス
技
術
：

フ
ェ
ム
ト
秒
レ
ー
ザ
に
よ
る
ナ
ノ
レ
ベ
ル
で
の
超
微
粒
子
分
散
、
高
次
構
造
制
御
、
三
次
元
光
回
路
基
板
技
術
開
発

フ
ォ
ー
カ
ス
2
1
ナ
ノ
ガ
ラ
ス
：

ナ
ノ
ガ
ラ
ス
の
製
品
化
技
術
開
発

三
次
元
光
デ
バ
イ
ス
技
術
：

フ
ェ
ム
ト
秒

レ
ー
ザ
ー
に
ホ
ロ
グ
ラ
ム
を
応
用
し
て
ガ

ラ
ス
中
に
立
体
構
造
を
一
括
形
成
す
る
製
造
技
術
開
発

革
新
的
ガ
ラ
ス
溶
融
プ
ロ
セ
ス

技
術
：

シ
ー
メ
ン
ス
炉
に
代
わ
る
独
創
的
酸
素
バ
ー
ナ
ー
、
高
周
波
プ
ラ
ズ
マ
、
多
層
ア
ー
ク
プ
ラ
ズ
マ
に
よ
る
溶
融
技
術
開
発

ニ
ュ
ー
ガ
ラ
ス
設
計
に
関
す
る
D
B
構
築
：

イ
ン
タ
ー
グ

ラ
ッ
ド
に
対
す
る
既
存
ガ
ラ
ス
及
び
新
規
ガ
ラ
ス
の
物
性
値
追
加

高
信
頼
性
ニ
ュ
ー
ガ
ラ
ス
D
B
開
発
：

イ
ン
タ
ー
グ

ラ
ッ
ド
に
対
す
る
物
性
値
追
加
、
収
蔵
物
性
値
の
精
密
化
、
物
性
値
予
測
機
能
付
与

ガ
ラ
ス
構
造
D
B
構
築
：

ガ
ラ
ス
構
造
か
ら
物
性
値
予
測
が
可
能
と
な
る
世
界
初
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
開
発
　

＜
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
＞

＜
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
＞

＜
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
＞

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

名

＜
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

＞

＜
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
先
導
研
究

＞

＜
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

＞

＜
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
＞

９０

NEW GLASS Vol．２９ No．１１３２０１４


